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ゅ交通安全運
横断歩道における歩行者優先の徹底

飲酒運転等の悪質・危険な運転の根絶

自転車の交通ルール遵守の徹底と安全確保
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県交通安全年間スローガン シエアの部 最優秀作 早めのライトと反射材 付けて安心 命を守る 子ども安全の日毎月1日
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(2)第 69号 わかやまけん交通安全協会だより 令和4年 (2022年 )夏季号

この交差点で事故が多発しています1気を付けてください|

※ 事故件数は人身事故と物件事故の合計となつています。

毛人身事故のうち、交差点及びその付近での発生が

半数以上を占めます。

な事故類型別では、追突、出会い頭、右左折時の事

故が多数を占めます。

皆様方には、
｀

「 素から警察の各般の取組に格別の御理

解 。御協力をいただいておりますことに、篤く御礼申し上

げます。

さて、昨年の県内の交通事故情勢は、一昨年と比較して

人身事故の発生件数と傷者数が減少したものの、死者数が

大きく増加しました。

本年は、 4月 末現在で、人身事故 416件、死者数 7人、

傷者数 480人 と何れも昨年に比べ減少 してお りますが、

その減少幅は大きくありません.

安全で安心な交通社会とは、交通事故数の減少はもとよ

り、重大・悲惨な事故を 1件でも防止することであり、そ

のために、警察では各般の取組を行っておりますが、現在、

その中で、特に、皆様に意識していただきたいポイントは、

「横断歩道の安全対策」と「自転車の安全利用」の 2点です。

例年 JAF(|1本 自動車連盟)が調査している「信号機

のない横断歩道を渡ろうとする歩行者がいる場合に車が停

ILす る割合」について、昨年、本県は 18.4%で した.こ の

数値は、全国平均 (30.6%)を大きく下回り、全国ワース

ト5位という残念なものですcこ の停止率は、実は、本県

でも年々徐々に上昇しており、歩行者保護の意識が高まっ

てきてはいるのですが、他府県も向上していますので依然

として、全国レベルで見れば低位にあります。

さておき、単に「不名誉だから」ではなく、横断歩道を

始め歩行者の安全を確保することは、重大事故防止の観点

から最も重要であります。

このため、警察では、小学校付近など重要度の高い横断

歩道を一括補修し、横断歩道をわかりやすくするとともに、

車を運転される方には歩行者保護の徹底を、歩行者の方々

には ドライバーヘ横断する意思と感謝の気持ちを伝えてい

ただくようお願いしています。

もう 1点の自転車の安全利用についてですc近年、自転

車利用者の事故が日立ってきています。自転車は老若男女

誰でも利用できる便利な乗り物でありますが、道路交通法

では、車両と位置づけられ、車やバイク同様に禁 |11行 為が

定められており、車を運転するのと同様の貞任があります.

ここで、皆様に意識していただきたいことは、「子 ども

は大人の真似をする」という点です。自転卓を乗り始めた

児童が、大人の乱暴な運転を真似したら 。̈ 、と想像して

くださいcまず、大人が自転車を含めて交通法規をちゃん

と守るよい手本を示すことが重要であると考えています ,

自転車の事故の多くには、自転中の交通違反が見られます.

このため、警察では、自転車利用者に対してルールを守る

ことを呼びかけるだけでなく、悪質 。危険な違反に対して

は車同様に厳正な指導取締りを行っていますc

安全で安心な交通社会を実現するために、これまで皆様

が重要視してこられたチェックポイントに「横断歩道の安

全対策」と「自転車の安全利用」の 2点を加えていただく

ことが、交通安全意識のよリー層の向上につながると考え

ております3

警察は、交通事故を 1件でも減らすために、これからも

精一杯取り組んでまいりますので、皆様におかれましても、

引き続き、御理解と御協力をお願いいたします.|

死者数 傷者数

全事故 1,419 31 1,651

交差点・付近 817 15 945

比率 (%) 57.6 48.4

市町村
人身事故
(内件数)

1位 33件 大谷 国道26号 和歌山市 2件

2位 32イ牛 延時 県道和歌山阪南線 和歌山市 2件

3位 30件 西汀丁 国道24号 和歌山市 3件

4位 27件
田中町 県道和歌山野上線 和歌山市 2件

北新橋西詰 国道24号 和歌山市 5件

6位 26件 県庁前 国道42号 和歌山市 2件

7位 25件 三木町 県道和歌山停車場線 和歌山市 3件

8位 24件 御膳松 県道和歌山阪南線 和歌山市 3件

9位 23件
備前 国道24号 岩出市 5件

花山西 国道24号 和歌山市 2件

追突 出会い頭 右左折時

発生件数 307 177

比率 (%) 29.0 21.6 12.5

県交通安全年間スローガン 小学生以下の部 佳作 ゆ う せ ん は  お う だ ん ほ ど う  わ た る ひ と   近畿交通安全デー 毎月15日

412

ワースト
順位

全事故件数 交差点名 主路線
件数

57.2



令利4年 (2022年 )夏季号 わかやまけん交通安全協会だよクリ 弔 69号  (3)

横断歩道は歩行者優先 :

横断歩行者妨害は、交通違反です!

信号機のない横断歩道における

車の一時停止率

和歌山県 18.4%
※全国平均 30.6%

2021年全国調査 (JAF調べ)

『しない」「させない」「許さない」

を含い言葉に飲酒運転を根絶しましょう!
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飲酒運転は犯罪

1飲酒運転 !
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Sロカァドは安全運転の証′

SDカ ー ドを 持 つて い ま す か ?
SDカードは、無事故・無違反証明書または

運転記録証明書(1通670円 )の申請者で、

1年以上事故・違反等の記録のない方に

発行しています。
SDワンダくんが発生

夏季期間中
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海・川0池等から水の事故

夏季期間中に年間の約

水の事故多発
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(公財)和歌山県水上安全協会

県交通安全年間ス回―ガン 中学生・高校生の部 佳作    キ■ ,キ】(2)日寺σ)1金r,テギF晨〕 ′ヽ りしメ ソヽト    交通事故ゼロの日 毎月25日

和歌山県警察//和歌山県交通安全協会 JA共 済
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和歌山県警察 和歎山県交通安全協会 JA共 済

大人も子供も手をあげて
1横断歩道をわたりましょう :

横断者や横断しようとしている人がいれば、

横断歩遺め直前き一時停止し、

歩行者を横断させましょう。

熔

しない、させない、許さない。

「飲んだら乗らない。乗る人には飲ませない。

飲む人には車を貸さない。」の徹底を !



令和 4年度 交通安全事業のあらまし

(4)第 69号 わかやまけん交通安全協会だより 令不□4年 (2022年 )夏季号

(一財)和歌山県交通安全協会は、県内の交通情勢を踏まえ、県警察、関係機関・団体と協力して、安全で安心な

交通社会の実現のため、県民の皆様に役立ち・貢献する交通安全事業を積極的に行います。

ア 交通安全運動期間中における広報啓発

●春の全国交通安全運動   (4月 6日～ 4月 15日 )

●わかやま夏の交通安全運動 (7月 11日～ 7月 20日 )

●秋の全国交通安全運動   (9月 21日～ 9月 30日 )

●わかやま冬の交通安全運動 (12月 1日 ～ 12月 10日 )

イ 効果的な広報啓発

●テレビ・ラジオ・新聞・ポスター・チラシ・交通情報板・

SNS等による広報

●広報車の積極的な活用

●体験型教育施設としての交通安全体験ギャラリーの積

極的な活用の促進

ウ 交通安全フェアヘの参画
エ ドライバーに対するマナーアップ対策の推進
オ 自転車利用者に対するマナーアップ対策の推進

|―  ‐‐■  i ・・  _ 1:‐ |‐■

ア 県表彰 瞑 警察本部長・交通安全協会長名)の実施
イ 支部表彰 磨 察署長・支部長名)の実施
ウ 近畿交通安全協議会表彰 (近畿管区警察局長・協議会長名)の伝達
工 全国表彰 (緑十字金、銀、銅賞)式への出席及び伝達

ア 広報誌 「交通わかやま」の発行

協会の活動、交通情報、事業内容等を掲載
四季 (新年・春季・夏季・秋季)ごとに県下全域に配布 (回覧)

イ 協会ホームページによる啓発
タイムリーな情報の発信

交通安全教材等の短期貸出しの案内
ウ フェイスブック・ライン等を活用し、SNSでの情報発信を行う

(1)安全運転等講習事業
ア 原動機付自転車等二輪車安全運転教室の開催
イ グ

｀
ッドライダー・ミーテイングの開催

ウ 「ドライバーズセミナー (シニアコース)」 の開催
(2)自転車安全教室闘饉事業

ア 自転車安全教育事業
イ 交通安全自転車大会の開催

(3)交通安全教室の開催
ア 子供を対象とした交通安全教室
イ 生徒を対象とした交通安全教室
ウ 高齢者を対象とした交通安全教室
工 交通安全体験ギャラリーを活用した交通安全教室

(4)交通安全教育用資機材の貸出事業
行政、民間、関係団体等が行う交通安全教育・研修等の

支援のため教育用DVD等の短期貸出し

(1)交通安全施設整備管理事業

街頭啓発活動

(2)子供 。高齢者安全対策事業
ア 子供安全対策  イ 高齢者安全対策

(3)関係団体への支援事業
ア 協会事業をより広域的、効果的に行つていくため、協
会事業の主旨・目的に沿つた事業を展開する協力団体等
の事業推進に必要な財源の一部を補助する。

イ 地域における交通安全活動のリーダーとして公安委員会から
委嘱を受け活動している「地域交通安全活動推進委員」に対し
て、道路交通法に基づく「交通安全活動推進センター」の指定
を受けた機関として、必要な技能と矢□識の習得を図るための講
習・研修、連絡・調整を行うなど、委員の任務遂行を支援する。

(4)交通事故相談事業

運転免許証保有者講習事業
ア 運転免許証更新時講習事業  イ 停止処分者講習事業
ウ 違反者講習事業      工 高齢者講習事業
交通警察事務 (免許・保管場所)事業
放置駐車確認事業
道路使用調査事業
交通公園の管理事業
幼児・児童に対する交通安全教室や自転車教室の開催
バッテリーカー、マスコット「ちゅういくん」の着ぐるみ等

を活用し、楽しく交通ルールを学べる施設として事業を推進

(1)

２

３

４

５

(1)
(2)

(1)
(2)

(3)

自転車安全教育指導員認定講習会 「黄色いランドセルカバー」の贈呈

県証紙販売事業
写真 。物品販売事業

公安委員会の指定を受けた

★ 不□歌山県自動車学校   ★ ソ ト浜自動車学校

★ 御坊自動車学校     ★ 那智勝浦自動車教習所
を運営 し、初心運転者等に対する教習・指導を行い、交通

安全意識の高い ドライバーの育成を図る。

また、公安委員会から委託を受けた高齢者講習、事業所
を対象とした交通安全講習等を行い、地域における交通安
全教育の拠点としての役割を果たす運営に努める。

会費徴収 。会員管理事業
会員特典事業
ア 会員優待制度   イ 運転免許証ケースの贈呈
ウ 入院見舞金事業
安全運転管理者設置事業所対策事業
ア 委員会組織の効果的運営と活動の活性化
イ 正 (副)安全運転管理者講習への講師派遣
ウ 安全運転コンテストの開催

県交通安全年間スローガン ー般の部 佳作 飲酒運転 見過ごすあなたも 犯罪者 子ども安全の日 毎月1日

1 交通安全啓発事業

4 受託事業

5 物品販売事業

2 交通安全教育事業 6 自動車学校運営事業

7 共益事業

3 交通安全対策事業



令不□4年 (2022年 )夏季号

優良運転者・交通安全功労者の表彰

新入学児童に「黄色いランドセルカバー」

交通安全資機材の提供・貸出し

チャイル ドシー トの貸出し

収入の部

わかやまけん交通安全協会だより

の提供

交通関係団体の活動支援

各種交通安全教育

交通安全子供自転車大会の開催

交通安全高齢者自転車大会の開催

交通安全に関する広報啓発活動

広報誌 「交通わかやま」の発行

会員優待店制度

レジャー施設、自動車販売・整備事業所、飲食店、ホテル・

宿泊施設等の協賛店で割引等のサービスを受けること

ができます。

箇繊
=覧

 ■寧―ムヘ・―シ0こ ならをfi」 ック1:

苺    地域別で協賛店を掲載しています。

~'.1.………・・
・r‐

｀
 1ヽ   会員優待は、協賛店で会員証と運転

ご“二
=    

…・°・°~   
免許証を見せるだけ !!

‐■■    会員証は、運転免許更新時等に入会
していただいた方に交付しています。

|=「協賛店一覧」は、変更された内容が反映さねていなしヽ場合があります。

入院見舞金制度

会員の皆様が、万が一交通事故により

傷害を負わね、20日以上継続 して入院

治療を受けた場合に、当協会が入院見舞

金 (3万円)をお支払いする制度です。

※お支払いには条件がございます。

詳しくは、

交通安全協会総務課 (073-473-1710)
又は県内の各支部でお尋ねください。

あなたの会費が

このように

役立つています

入象して

いだだくと

広告掲載募集中 :

交通安全啓発事業 1   26,397

支出の部   (単位:千円) 交通安全活動の協力企業として、当協会機関誌
「交通わかやま」へ広告を掲載しませんか ?

機関誌は年間約 19万部を関係機関・団体や県内
全域に広く配布しています。

交通安全対策事業

348,461

学 校 事 業

当協会「賛助会員」0

「協賛店」の皆様は

掲載料を優遇します :

金 190,542

当 期 支 出 計 1,203,309

お問い合わせ

(―財)和歌山県交通安全協会 事業課

TEL:(073)472-4668
FAX:(073)472… 4681

会 費 ‖又 入 127,630

手 数 料 収 入 21,500

繰 入 金 収 入 190,542

受 言モ 事 業

金ニユ

出

積

繰

雑  収  入 9,945

475,789

1,679,098収 入 合 計

科  目 令和 4年度

財 産 運 用 収 入

受 言モ 料 収 入

11,910

240,585

学 校 」又 入 551,935

補 助 金 収 入 567

寄 付 金 収 入 450

物 品 販 売 収 入 135

積立金取崩収入 48,110

1,203,309当 期 収 入 計

前期繰越収支差額

科  目 令和 4年度

交通安全教育事業 4,260

9,671

物 品 販 売 事 業 1,895

486,549

15,989共 益 事 業

管  理  費 85,774

33,771

予  備  費

当 期 収 支 差 額 0

次期繰越収支差額 475,789

県交通安全年間スローガン シエアの部 佳作 無 理 しな い  疲 れ る 前 に  ひ と や す み    近畿交通安全デー 毎月15日

運転免許証更新 (取得)時に交通安全協会にご入金いただいた

iⅢI:;

．

．

。

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

●aaaaaaaaaitaa

会費は年間
n
L」財

弟 69号 (5)



(6)第 69号 わかやまけん交通安全協会だより 令相4年 (2022年 )夏季号

の皆さんを紹介します!!

公安委員会から委嘱を受け、地域における交通安全モラルの向上と安全確保のため、

リーダーとして活躍していただいている方々を紹介します。         徹称田各)
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田辺地区

交通安全協会は、今春入学 した県内の新 1年生を

交通事故から守るため、子どもたちの親しめるバンダ

の絵を入れた黄色いラン ドセルカバー (7,500枚 )を

和歌山県教育委員会を通じてプレゼントしました。

ドライバーの皆さん !

この黄色いランドセルの 1年生を見かけたら、

より優しい運転をお願いします。

ランドセルカバープレゼント

手 を あ げ て  自 分 の い る 事  矢□ら せ よ う   交通事故ゼロの日 毎月25日県交通安全年間スローガン 小学生以下の部 佳作

:懸壼■‐
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令和4年 (2022年 )夏季号

4月 6日から春の全国交通安全運動が始まり、15日

までの 10日間、各地で広報活動を行い、交通事故防止

を呼びかけました。

和歌山市では県庁前の広場で交通安全ボランティア

やこの春から小学校に入学する新 1年生の子どもたち

などが参加して行われました。

スキー・ ド等の

スポーツ

わかやまけん交通安全協会だより 第 69号 (フ )

,´

躍

L_

他人の飼い犬にかまれた 食中毒になつた

錮 靡薔鹸

シートベルト亀用

熙■FFrC 54圧アyβな層|:麦1空り7-クで安室と安aをノ

拶
a*feflnfla

賠償責任 ○死亡・重度後遺障害(1～ 7級 )

保険  (限度額)1億円

被害者見舞金 O入院 15日以上 (―律)10万 円

傷害保険

○入院15日以上

(一律)1万円

○死亡・重度後遺障害(1～ 4級 )

(―律)30万円

○死亡・重度後遺障害 (1～ 7級 )

(限度額)1,000万円

○お近くの自転車安全整備店

○一般財団法人和歌山県交通安全協会

口「073(472)4668

0入院 15日以上 (―律)10万 円

0死亡 。重度後遺障害(1～ 4級 )

(―律)100万円
傷害保険

第二種 TSマーク (赤マーク)

賠償責任

保険

第一種 TSマーク 情マーク)

このマークが
目印です!

TSマークの

お問い合せ

交通ルールを理解 して、交通事故を防ごう :!

難

疎 鴫 い 嘲

答えはこちら

叢 叢 叢

マスコットキヤラクター

わかみん

県交通安全年間スローガン 中学生・高校生の部 住作 挙 げ る 手 を  見 て 見 ぬ ふ りせ ず  ブ レ ー キ を  子ども安全の日 毎月1日

づ, Eコ
ロE]

へ の

ち ら

県1後期 県国保連合会

4´Ⅲ
………

:■  ●
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1‐
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TSマークの種類と付帯保険の補償内容

/ /

//

□

塞

イヤマーク

な一んだ?



(8)第 69号

「交通安全おねがいメール」の作成

橋本支部

商業施設での啓発活動

不□歌山東支部

交通ルール守つてね !

鰺薦蔓魃

節 Z=

わかやまけん交通安全協会だより

買い物客に交通安全を呼びかけ

かつらぎ支部

令和4年 (2022年)夏季号

運転者に「早めのライト点灯」を呼びかけ

宕出支音臓

商業施設での交通安全啓発

和歌山北支部

主要道路で街頭啓発

蠅鏑菫鰈

安全運転お願いします!

新宮支部

あいおいニッセイ同和損保様から横断旗贈呈

田辺支部

春の全国交通安全運動出発式

和歌幽西支部

あいおいニッセイ同和損保様から横断旗贈呈

有圏潟;鶴支音5

ランドセルカバー贈呈式

白浜支部

“

|レ

J臓

,h-a.(-y
http://www.wtsa.jpl

和
多り帰τ導監果

会

ちゆういくん

日
in県立和歌山交通公園

6月 12日 舞7月 7日まで

七夕ま じ

県交通安全年間スローガン ー般の部 佳作   そ の ス マ ホ  今 見 な あ か ん ? 前 見 よ し   近畿交通安全デー 毎月15日

よ

‐
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